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収束が見えない新型コロナウイルス禍が続き、あらゆる場面

で生活様式を変えることを余儀なくされています。 

外部会場で開催していた譲渡会の頻度が減り、直接、保護

犬に会っていただける機会が減りました。 

愛護センターでは、直接会う代わりにオンライン会議を定期的

に行う取り組みもありました。 

毎年恒例の同窓会等のイベントは、3年間 開催を見送り、ア

ルマ東京ティアハイムのオープンシェルター里親会も訪問者の数

を制限させていただいています。 

人と人との繋がりが希薄になった 3 年間を、今年はどうやって取

り戻そうかと考えています。 

 

保護犬保護猫の活動のバックヤードには、必ず人の存在があります。そして人の力が必要なのです。 

まずは、人と出会って対面で話が出来る機会を少しずつでも増やしていかないと、失われた世界は変わらないと感じています。 

何気ない日常でも、「顔を会わせて話をする」 ということに大きな意味があるように思います。 

 

2022 年を振り返りますと、犬については、千葉県内で多頭飼育崩

壊が 2 件あり、うち 1 件は、小型犬が 220 頭まで一般家庭で増えて

しまった事例がありました。 

最初の犬に避妊去勢手術を施していたら起こらない多頭飼育崩壊。 

世話しきれない数の犬猫を抱えるのはアニマルホーダーで心の病気だと

いわれています。 

犬猫に異常な執着があり、なかなか手放そうとしません。 

動物愛護法違反、狂犬病予防法違反、条例違反等、数々の法律

があれど、どれも効力を発揮させるのは至難です。気の遠くなるような話

し合いを重ねても解決に至らないケースも多々あります。 

とにかく、次にまた再発するようなタネを残さないことが大切で、このような現場を見つけたら、全頭への避妊去勢手術が必要です。 

 

行政経由（愛護センターや保健所）からの引取が中心でしたが、飼い主が亡くなった、病気になったので継続飼育が困難という

ことでの引取り相談も年々増えています。 

高齢化社会で犬猫を飼う人も多い反面、病気や入院、死亡の際の受け皿の準備は整っていません。 

失われた 3年間を取り戻すために 

茨城センターから引取りの子犬たち。お散歩練習。 

多頭飼育崩壊から引き取ったシーズーmix犬たち 



猫については、飼い主死亡で 30数頭が取り残された現場のレスキュー活

動を行いました。飼い主のいなくなった家から外に放り出されてしまったため、

2月の寒空、他団体様の協力を得て、保護を急ぎました。 

また、茨城センターから子猫の引取のほかに、地域猫活動（ＴＮＲ＝不

妊手術して元の場所に戻す）を行う過程での子猫の保護もありました。 

 

もう 10年近く通っている茨城センターでは、負傷収容の猫たちの他に、猫エ

イズキャリア、猫白血病キャリアの猫たちの譲渡が進まずに成猫が常時 30

頭前後います。成猫の譲渡には時間がかかり、どこの団体も手一杯です。 

 

終わらないレスキュー活動。 

私たちの目標は、ただ救い出すだけ、ではないはずです。 

それでも目の前の命優先、救い出さなければならないと、必死で保護／譲渡を繰り返して

います。やっと 30 頭をレスキューした、と思ったら、多頭飼育崩壊家庭があり 70 頭、80

頭の犬猫がいて、頑張ったこと以上にまた、助けを必要としている命がある。 

これでは、動物愛護活動に終わりはありません。 

 

この厳しい時期にあっても懸命に動物の世話を続けてくれているスタッフ、定期的に手伝

いに来てくださるボランティアの皆さん、いつも変わらず私たちを支援してくださる皆様に心よ

り感謝いたします。 

また、アルマの活動を支えてくれている理事会メンバーの皆さんは、仕事を持ちながら、保護犬保護猫の引き取り検討から、預かり

先の手配、譲渡先とのコンタクトを含めて、コーディネーターとして活躍しています。 

預かりスタッフの支えになるコーディネートスタッフがいるからこそ、1頭 1頭の適切な譲渡先の検討も可能になります。 

何よりも安全管理と健康管理、ご家族様とのマッチング、それを第一に考えています。 

コロナ禍の困難な時代にあっても、助けを必要としている動物たちに、私たちが変わらず手を差し伸べられるのは、企業そして個人

の皆様お一人お一人の温かいご支援があってこそです。皆様に心よりお礼を申し上げます。 

 

ひとつ、明るいお知らせがあります。 

お陰様で、2022年 8月、アルマは公益社団法人アニマル

ドネーションの認定団体になりました。 

アニマルドネーションを通じてご寄付いただく皆様には、寄付

金の税額控除を受けていただけるという利点がございます。 

かかる経費の心配が少しでもなくなれば、助けられる命もあり、動物福祉の向上のために出来ることもあります。 

ご助力いただきました皆様方に心よりお礼を申し上げます。 

どうか引き続き、この子たちの未来のために応援していただけますと幸いです。 

 

2023年 1月吉日 

NPO法人アルマ 理事長／一般社団法人アルマ 代表理事  

竹本由実子 

茨城センターから引取りの兄妹猫たち 

多頭飼育崩壊家庭から引取りの猫たち 

アニドネ QR コード 



 

 

１）関東圏の動物愛護センターから犬猫の引取／新飼い主への譲渡 

※放棄犬猫の引取協力を含む 

▶２０２２年 引取数  犬１７１頭  猫 ９０頭 合計２６１頭 

▶２０２２年 譲渡数  犬１６８頭  猫 ７９頭 合計２４７頭 

◆虹の橋  犬 7頭（ウメ子、うた、はやと、アリス、ウォン、リラ、ルピカ） 

猫 3頭（遊歩、スズ、ベガ） 

 

２）アルマ東京ティアハイムを拠点とした啓発活動および譲渡事業 

▶ボランティアの積極的な受入 

新規ボランティア受付数  ２０２２年 ９７名 

２０２２年の１年間で、延べ３,６６２名のボランティア参加受入 

（２０２１年 ３,００２名 と比較して２２％増加） 

 

▶２０２２年 社会貢献事業への参画＆学生インターシップ受入 

   親子参加のボランティア体験の受入（小学生/中学生） 

   大学生／高校生等の課題学習としてのボランティア活動の受入 

   大学生／専門学校生のインターシップ受入（２名） 

    

▶ティアハイムオープンシェルター里親会の開催 

２０２２年実績 計５４回 来場者 ４８０組 ８６５名 

開設以来、１０年間で、計５１１回開催、 来場者 １３,３４０名 

   ※基本、毎週日曜日、月４～５回開催 

   ※コロナ禍の活動自粛で２０２２年８月前半、開催休止 

 

３）犬猫に関する相談受付・対応（メール、電話等） 

年間 約１８０件 ※保護、放棄、迷子犬、多頭飼育崩壊等 

（内訳：一次相談受付 メール６０件、電話１２０件） 

※緊急一時保護レスキュー犬猫 ６７頭（２０２２年） 

 

４）一時預かり家庭の犬を中心とした里親会の開催 

●２０２２年 ４月２９日＆３０日 

パナソニック保護犬猫譲渡会（有明） 

●２０２２年 ９月２５日   299Dog フェス in吉祥寺 

●２０２２年１０月２９日   浅草エリール 

 

 

５）犬のふれあい・行政の譲渡会／啓発活動への参加 

●２０２２年６月２日＆３日  埼玉県動物指導センター犬猫譲渡会 

●２０２２年２月、８月 越谷市保健所 猫のオンライン譲渡会 

   ●環境省 防災パンフレットを冊子印刷して配布（随時） 

アルマの社会貢献事業 

茨城県動物指導センター 犬舎 

収容数は、なかなか減らない。不妊手術の徹底が必要。 

ティアハイムボランティアさんとお散歩 

ティアハイムオープンシェルター里親会 



 

 

 

１）フリーマーケットの開催（２０２２年 計５回） 

   会場：しらこばと水上公園（５月、６月、１２月） 

        駒沢公園（４月、１０月） 

 

２）チャリティ商品の販売 

   壁掛け＆卓上カレンダー 

   啓発本 

「もしぼくにしっぽがなかったら」 販売 

              「イヌバカ！」（かなつ久美）販売 

 

３）ペット保険・アニコム損保代理店 ２０２２/１～１２月 

契約数実績 新規 10件、継続 70件 ありがとうございました。 

ティアハイム運営費・管理費等に大切に使わせていただきます。 

 

 

アルマの活動に協賛してくださっている企業、個人の皆様 

 

 

活動資金のための収益事業 

私たちはアルマの活動を応援しています 

ふう＆ももちゃん 

かなつ久美先生＆チコママさん共著 

在りし日の「タルト」 

http://www.erile.co.jp/
http://www.rakuten.co.jp/5endama/
http://solari.jp/


 

 

一般社団法人アルマ／NPO法人アルマの決算報告の概要です。 それぞれ別法人で会期が異なります。 

「最後の砦」として活動するアルマでは、高齢や病気の犬猫も多く、かかる医療費が甚大です。 

医療費/保護費は、NPO法人アルマにて、令和３年９月～令和４年 8月で約 1,478万円となっています。 

ティアハイムの運営経費は、人件費に関わる経費が大きく、給料・法定福利費は、年間 約 1,230万円です。 

一般社団法人アルマ（アルマ東京ティアハイム）においては、NPO 法人アルマとの協働による保護犬猫管理費について若干の

見直しを行いながら、犬猫の飼養管理を適切に行えるような環境づくりと人員配置に努めています。 

 

一般社団法人アルマ（アルマ東京ティアハイム） 決算報告（第十期） 

 ▶令和３年度（会期 令和３年 7月 1日～令和３年 6月 30日）               単位：円 

  ※繰越金には決算時の未収金／未払金を加えた令和４年 6月 30日時点の現預金残高を記載しております。 

  ※その他管理費・・・ゴミ処理代、事務用品費、通信費、荷造運賃、広告宣伝費、支払手数料、保険料、税金、 

減価償却費、他 

  ※令和４年 8月 31日 第十期決算報告を作成し、税務署に申告済です。 

 

NPO法人アルマ 決算報告（第八期） 

▶令和３度（会期 令和３年 9月 1日～令和４年８月 3１日）               単位：円 

※詳細はアルマ HPにて順次ご報告しております。 アルマ HP http://alma.or.jp/ 

   ※令和４年 11月 30日 東京都知事宛、事業報告書等を提出済みです。 

 

収入 支出 主な支出内容 

公益事業 

（寄付金 

/賛助会員） 

16,308,714 管理費 

（公益／収益） 

445,395 

11,451,579 

842,657 

379,101 

808,796 

2,857,962 

保護費等 

給料手当（社員 2名・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 6名） 

法定福利費 

旅費交通費 

水道光熱費 

その他、管理費 

収益事業 

（物販/管理費） 

7,576,659 

物販事業費 334,180 カレンダー製作等 

収入合計 23,885,373 支出合計 17,119,670  

当期経常増減額   6,765,703  

前年度繰越金 17,715,352    

繰越合計 26,207,472    

収入 支出 主な支出内容 

公益事業 

（寄付金／譲渡費

用／賛助会員） 

44,722,923 公益事業 14,782,468 医療費・保護費等 

管理費 5,945,000 事務局運営費・犬猫管理費・

旅費交通費等 

収入合計 44,722,923 支出合計 20,727,467  

 前年度繰越金 8,229,707    

 繰越合計 32,225,163    

決算報告  概要 

在りし日の「ひらり」「はやと」 

http://alma.or.jp/


 

 

２０２２年も、様々な緊急相談の対応を迫られた 1年になりました。 

動物愛護センター収容の犬／猫の引取りの他に、アルマに直接寄せられた放棄相談や、多頭飼育崩壊現場、猫 TNR現場か

らの主なレスキューです。 昨今、飼い主事情での放棄相談が増えました。 

個人宅で多頭飼育崩壊する背景には、一人暮らし、高齢者など、社会とあまり関わりを持たない人が引き起こす場合が多くあり

ます。行政の手が入っても、状況の改善や飼育放棄をすることに時間がかかり、末期状態になってからやっと劣悪な環境下から犬

猫が救出されるというケースがほとんどです。全国各地に今も崩壊予備軍が潜んでいます。 

 

2022年 緊急レスキューの一例 

2022年 1月 飼い主死亡で成犬 1頭の引取、中型雑種犬（茨城） 

2022年 1月 家族の病気で介護により飼育困難 小型犬 2頭（埼玉） 

2022年 1月～3月 飼い主死亡で犬 4頭、柴犬（都内） 

2022年 2月～3月 飼い主死亡で成猫 9頭、中猫 3頭（さいたま市） 

2022年 2月 飼い主死亡で成犬 1頭、中型雑種犬（都内） 

2022年 3月 飼い主の事情で生後 10 ヶ月のビーグル 1頭（都内） 

2022年 3月 多頭飼育崩壊家庭 小型犬 23頭（千葉センター経由） 

2022年 4月 一般からの保護相談で子猫 2頭＋成猫 1頭（都内） 

2022年 4月 飼い主の病気で保護相談、小型犬 4頭（都内） 

2022年 4月 一般からの保護相談で成猫 1頭（都内） 

2022年 5月 飼い主の病気で子猫 1頭（都内） 

2022年 5月 一般からの保護相談で子猫 6頭（千葉） 

2022年 5月 飼い主の病気で小型犬 1頭（都内） 

2022年 5月 飼い主の死亡で小型犬 2頭（茨城） 

2022年 6月 一般からの保護相談で子猫 4頭＋子猫 2頭（都内） 

2022年 6月 多頭飼育崩壊家庭 小型犬 6頭（千葉センター経由） 

2022年 7月 地域猫の現場から子猫 4頭（都内） 

2022年 8月 飼い主死亡で小型犬 1頭（千葉） 

2022年 9月 一般からの保護相談で子猫 5頭（千葉） 

2022年 10月 飼い主の病気で保護相談、小型犬 1頭 

2022年 10月 子供のアレルギーで子猫 1頭（千葉） 

2022年 10月 飼い主の病気で小型犬 1頭（都内） 

2022年 10月 飼い主の事情（経済的困窮）で成猫 1頭（都内） 

2022年 10月 飼い主の死亡で小型犬 1頭（都内） 

2022年 11月 飼い主の事情（経済的困窮）で大型犬 1頭（都内） 

2022年 11月 一般からの保護相談で子猫 1頭、多頭飼育家庭から子猫 5頭（千葉）、等 

 

現実はネグレクト飼育に関して動物愛護法の厳罰が適用されることは、ほとんどありません。 

2020年 動物愛護法改正内容 

緊急レスキュー トピック 

愛護動物を虐待したり捨てる（遺棄する）ことは犯罪です。違反すると、懲役や罰金に処せられます。 

愛護動物をみだりに殺したり傷つけた者→5年以下の懲役または 500万円以下の罰金 

愛護動物に対し、みだりにえさや水を与えずに衰弱させるなど虐待を行った者→1年以下の懲役または 100万円以下の罰金 

愛護動物を遺棄した者→1年以下の懲役または 100万円以下の罰金 

動物愛護法 

飼育困難 ネグレクト飼育から救出 シーズー♂りんたろう 

個人宅の多頭飼育崩壊 200頭が放棄されました 



 

 

▶平成２４年７月 

１０年間の活動母体・任意団体から法人化 一般社団法人アルマ 設立 

     非営利法人・アルマ（ALMA：Animal Life Matters Association） 

▶平成２４年１２月 

東京都葛飾区に動物保護シェルターと啓発活動の拠点として「アルマ東京ティアハイム」を開設 

▶平成２５年５月 

横浜市動物愛護センター／茨城県動物指導センターに登録追加 

 ※法人化以前の既存の登録センター 

   東京都動物愛護相談センター、千葉県動物愛護センター、埼玉県動物指導センター 

さいたま市動物愛護ふれあいセンター、柏市保健所 

▶平成２７年２月 

   特定非営利活動法人（NPO法人）アルマ 設立 

   アルマ東京ティアハイム（一般社団法人アルマ）との協働で活動に取り組む 

▶平成２７年 5月 越谷市保健所（越谷市動物愛護センター）に登録追加 

▶平成３０年９月 川口市保健所に登録追加 

▶令和３年８月 群馬県動物愛護センターに登録追加 

 

アルマ事務局   

〒124-0021   東京都葛飾区細田 5-11-12 

 電話／FAX 03-5876-7667    メール：alma_office@muse.ocn.ne.jp 

アルマの活動内容 

・センター収容犬猫たちの引取りと新しい飼い主探し  「最後の砦」として高齢・病気の犬猫の積極的な受入 

・啓発活動と一時飼養を兼ねた動物保護シェルター「アルマ東京ティアハイム」の運営 

・社会貢献活動として広くボランティアの受入   ・犬猫の飼い主の方への様々な呼びかけと啓発活動 

・一般から犬猫に関する相談の受付／対応、等 

これらの活動のための費用、および必要な医療費は、アルマ賛助会員の皆様の会費、一般の方からのご寄付、里親様医療費

一部負担金等によって支えられています。不幸な動物たちをなくすために、おひとりでも多くの方に賛助いただき、私たちの活動を

ご理解、ご支援くださいますよう心からお願い申し上げます。 

ご寄付の送金先●保護犬猫への医療費・保護費へのご支援 

・三菱 UFJ銀行 金町支店 (普)0226368 特定非営利活動法人アルマ  トクヒ）アルマ 

・ゆうちょ銀行 10000-1466031   トクヒ）アルマ 

●アルマ東京ティアハイム（一般社団法人アルマ）の運営費／啓発活動事業へのご支援 

・三菱 UFJ銀行 金町支店 （普通）0139595 一般社団法人アルマ 

・ゆうちょ銀行 10180-53042571 シャ）アルマ 

アルマの歩み 

ALMA NOTICE BOARD 

アルマで必要とするもの ※アルマ事務局宛、直接ご送付ください。日時指定はございません。 

（犬用）ドライフード（小型犬・中型犬用）、缶詰（成犬用）、ペットシート、フロントライン、マイフリーガード、駆虫薬 

（猫用）ドライフード、缶詰（子猫用、成猫用、老猫用）、猫用オヤツ（ちゅーる等）、駆虫薬、レボリューション、フロントライン 

（一般）消毒薬（バイオチャレンジ等）、トイレットペーパー、キッチンペーパー、洗濯用洗剤、柔軟剤、ゴミ袋（45ℓ）、布製ガムテープ、ハンド

ソープ詰替え、ウンチ袋、犬用シャンプー（低刺激）、※古毛布、古タオルは収納場所が限られていますので在庫をご確認の上、お送りください 

切手(1円～)、ハガキ（書き損じ可）、金券等も助かります。事務局宛、お送りください。〒124-0021 葛飾区細田 5-11-12 アルマ事務局 

http://www.alma.or.jp/


アルマ賛助会員  

募集のご案内 
いつもアルマの活動を応援いただき、ありがとうございます。 

NPO法人アルマ／一般社団法人アルマでは、私達の活動を今後も継続するため、また

新たな活動を広げていくために、賛助会員になっていただける方を広く募集しております。 

いただいた会費は、センター収容の犬猫のための医療費・保護費、またアルマ東京ティアハイム（動物保護シェルター）の運

営や啓発活動のために、大切に使用させていただきます。皆様のご協力によって私達の活動は支えられています。 

犬猫の命を繋ぐ活動のみならず、地域社会に貢献できる事業として、今後も努力してまいります。不幸に処分される犬猫たちが

1頭でも減り、動物に優しい社会になりますよう、アルマの活動への末永い応援をどうぞよろしくお願い致します。 

 

 

■ご送金方法 （以下の３通り） 

１）同封の振込用紙にてご送金ください。 

ご住所・ご氏名を確認させていただくことが容易です。ご協力いただけますと幸いです。 

 

２）以下のネットショップ経由で受付しております。 

NPO法人アルマ賛助会員/アルマ東京ティアハイム賛助会員のカテゴリーからお申込みください。 

●アルマ・ファミリーサポート基金 

http://alma-support.shop-pro.jp/ 

   アルマ HP トップのファミリーサポート基金バナーよりお入りください。 

 

３）直接、振込していただくことも可能です。 

    ゆうちょ銀行 10180-53042571 シャ）アルマ 

    他金融機関からのご送金 店名〇一八（ゼロイチハチ） 普通 5304257 

   ※ご送金いただいた際は事務局宛、ご連絡をお願い致します。 

 

■アルマ事務局  

〒124-0021  東京都葛飾区細田 5-11-12   

NPO法人アルマ／一般社団法人アルマ（アルマ東京ティアハイム） 

電話/FAX 03-5876-7667 メール alma_office@muse.ocn.ne.jp 

         アルマ HP  http://alma.or.jp/ 

■2023年 賛助会員募集   随時 

■会員  

個人賛助会員 一口  3,000円（何口でも） 

法人賛助会員 一口 50,000円（何口でも） 

■会員特典 年に１回の会報発行／オリジナルチャリティグッズ等の進呈 

その他、イベントご案内等 

MIX♂パオ 17歳 まだまだ元気！ 

トイプードル♀スフレ 推定 13歳 

Mix♂キラ＆ラキ 推定 5歳 

http://alma-support.shop-pro.jp/
http://alma.or.jp/

